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主な作品に対するご意見をご紹介します。

「スカリンとよこすか散歩」動画配信事業



・おなじ地下壕の動画はネット上にいくつもあ
るが、画面が暗くてわかりづらいが、こちらの
動画はナレーションもあり、わかりやすかった。



・三浦一族のパネル展示と併行
して動画を見ると地元への関心
がさらに高まる。展示会の方は
前宣伝不足でＳＮＳ活用を。



童話『不思議なキツネこきぬと三浦大介』を制作。
(協力：市民活動サポートセンター／三雄堂書店)
ナレーションにはじめてＡＩ音声を使用
・(感想) 娘がじっと観ていましたが、

もっときつねが動くと良かった。



3月18日(土)～26日(日)
横須賀市産業交流プラザ
『三浦氏の四五〇年』パネル展

来場者 480名



横須賀市市民活動サポートセンター

『のたろんフェア2023』プレイベントの動画を制作



事業としての成果 (2022/03/31時点)

• TOTAL視聴回数 (累計)17,359回
平均視聴回数 723.3回 (目標値は1,000回)

• 平均制作日数(含:取材) 7.3日

• TOTAL制作従事人数 158人
平均制作従事者数 8.7人

• 制作単価 ¥312,151/7作品＝¥44,593
(但：パネル展経費を含む)



うれしかったこと

もうちょっとやりたかったこと

「市民協働推進補助事業」という取材
趣旨を伝えると、ほとんどの人が積極
的に案内や資料提供に協力してくれた。

市民協働の本旨に基づき、職員のみ
なさんと一つの作品を議論しながら
創り上げて、小さいけれど共有資産
としたかった。



こんな制度があれば
とてもうれしいのですが・・・・

• 補助金という制度は団体育成という視点でたいへんありがたく、

有効に活用させていただきました。

• 次のステップとして、もし、市民協働事業に値する公益団体と

認められた場合に、たとえば補助金非該当でも『認定市民協働

団体』のような制度(活動名目)があれば、４年目以降の事業継

続や関係団体間の調整に、フルに活用できるという気がします

し、多くの団体が気軽に応募できるのではないでしょうか。

ありがとうございました。 YBS一同


